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論 文 内 容 の 要 旨
唾液腺は唾石等による閉塞を想定した導管の結紮により，機能低下を認める。本研究では，歯の再生医療資源活用へ
の試みとして歯髄由来幹細胞培養上清（DPSC-CM）を顎下腺主導管結紮解除後のマウスに投与し，効果を検討した。
マウス顎下腺主導管を３週間結紮し，その後解除した。解除後，Dulbecco’s modified eagle’s medium（DMEM）また
はDPSC-CMを隔週毎に頸静脈より投与した。実験群は５群に分け，３週間結紮群，非結紮群，Control 群，DMEM
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